
生きて働く力を育む国語教室
～言葉による見方・考え方を働かせ、深まる学び～

書くこと部会【仲多度・善通寺支部】
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１ 研究概要

２ 実践

３ 成果と課題

多度津町立多度津中学校
善通寺市立東中学校
まんのう町立満濃中学校
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仲多度・善通寺支部
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研究概要

書きの基本
を習得する

習得した力を
活用して書く

自力で
書いていく力

言葉による見方・考え方を働かせて
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全体の課題

Q.書くことは好きですか。

好き
９％

どちらかと
いうと好き

２３％

嫌い
３１％

どちらかというと
嫌い ３７％
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≪１年生対象≫

・何を書いていいか
分からない

・言葉が出てこない
・書くのが面倒くさい



多度津町立多度津中学校
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「根拠を示して説明しよう」

光村図書 １年
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知識・技能（２）イ
書く（１）イ、ウ（２）ア



ねらい

・引用や考察などの方法を学ばせる。

・基本を習得することで書けることを
実感させる。
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① 感想文と考察の違いを知る。
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資料 ②

料理を作りました。少ししょっぱかったです。
次はもっとおいしく作りたいと思います。

料理を作りました。少ししょっぱかったのは
塩が多かったからです。分量を正しく量って
入れなかったことが要因です。次は上記の点
を守り、もっとおいしく作りたいと思います。



② 引用の仕方を学ぶ。
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資料 ②



③ 文末表現の違いを知る。

11

資料 ③



④ 課題を決め、アンケートを取る。
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アプリ
「ロイロノート」

を使用



⑤ 書籍・新聞・ウェブサイトで
情報収集する。

⑥ ロイロノートでまとめる。

⑦ 発表する。
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14



成果

そう思う
３１.６％

少しそう思う
３９.３％

思わない
１.３％

あまり思わない
２７.８％

Q. 授業を通して、書く量は
増えたと思いますか。
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成果

そう思う
３１.６％

少しそう思う
３９.３％

思わない
１.３％

あまり思わない
２７.８％

Q. 文末表現や引用の仕方を
意識して書けましたか？
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課題

根拠がない

17

資料 ⑤



善通寺市立東中学校
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「随筆二編」

光村図書 １年
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知識・技能（１）ウ
書く（１）イ、ウ（２）ウ



構成や描写を工夫することで
「書く」楽しさを実感させる。

ねらい
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① 自分の体験を思い出し、
具体的に書き出す。

５
Ｗ
１
Ｈ マ

ッ
ピ
ン
グ
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資料 ⑥



② 材料を基に作文を書く。

忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉
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資料 ⑥



③ 随筆二編を読み味わう。

印
象
に
残
っ
た

語
句
や
表
現
に

線
を
引
く
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資料 ⑦



線を引いた理由や感想を書く

③ 随筆二編を読み味わう。

24

資料 ⑦



④ 作文を随筆に書き換える。

・体験を詳しく思い出す。

（会話、周りの様子や情景、五感）

・体験の意味を見つめ直す。（意味づけ）

・構成を考える。（現在→過去など）

・書き出しを工夫する。

（枠組みから、描写から、会話から、自分の考えから）

・表現や描写を工夫する。

（表現技法、擬音語・擬態語、接続する語句、言い換え）
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⑤ 随筆を読み合い、印象に残った

表現や感想を書く。
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例① 表現の工夫

「目をうたがうほどの人の多さと」

「言葉を失うほど美しく、私たちへ『また来てね』って

言ってくれるように思えた。」

生徒の変容

人が多く、アトラクションやイルミネーションなどが
きれいすぎて・・・
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例② 書き出しの工夫

「『最後は笑って終わろう。』冬の晴れやかな青
天を見ると思い出すのは、この言葉だ。」

生徒の変容

小学生のバスケの選手権で、苦楽を共にしてきた

親友の言葉が忘れられない。
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完成した随筆作品

読
み
手
を
意
識
し
た

分
か
り
や
す
い
文
章
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資料 ⑧



はい ７８.６％

成果

Q.  構成や書き出しを工夫することができましたか。
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Q.  表現を工夫することができましたか。

はい ７８．６％

成果
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Q. １年間の「書く」活動でできるようになったこと
（複数回答）
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相手を意識して書く 目的を意識して書く 材料を取捨選択する 段落構成を意識して書く 根拠を明確にして書く 表現を工夫して書く

材料を集め、集めた材料を比較
したり、分類したりしながら、
取捨選択できる

相
手
を
意
識
し
て

目
的
を
意
識
し
て

段
落
構
成
を
意
識
し
て

根
拠
を
明
確
に
し
て

表
現
を
工
夫
し
て

課題
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まんのう町立満濃中学校
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『月夜の浜辺』中原中也

光村図書 ２年
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・ 一つ一つの言葉からイメージ
される作品の世界観に迫らせる。

ねらい

・ 構成や描写を工夫して、
創作する楽しさを実感させる。
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中原中也「月夜の浜辺」／遥奈
（You Tube）

① 中也の心情を読む。
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② 文章の種類を変える。

詩 →  小説
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YOASOBI

若者に大人気のアーティスト。
小説から楽曲を制作している。

小説 → 歌詞

資料 ⑩



小説の設定を
具体的に考える。
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資料 ⑫



選
択
し
て
読
め
る

書
く
抵
抗
＝
減
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資料 ⑫



例① ことばからイメージを広げられない生徒

生徒の変容

40

真っ白！

ヒ
ン
ト
カ
ー
ド

友
だ
ち
と
の

交
流



例② 広げたイメージを全て使おうとした生徒

生徒の変容

41

ギッシリ！
取
捨
選
択

字
数
制
限
を
守
り

つ
つ
、
よ
り
洗
練

さ
れ
た
作
品
に



・創作意欲が高まった。

成果

・広げたイメージを
取捨選択する力がついた。
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自分の好きなアーティストでも、授業で
やったようなことをしてみたいと思った。

（振り返りより）



より良い作品にするために
推敲する力をつける。

課題
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全体の成果

Q.書くことは好きですか。 好き
２６％

どちらかというと
好き ３６％

嫌い
１７％

どちらかというと
嫌い ２１％
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≪２年生対象≫



45

必要な量が書けるようになった。

構成や描写を工夫できるようになった。

取捨選択しながら
まとめられるようになった。

１年
１学期

１年
３学期

２年
２学期



書きの基本
を習得する

習得した力を
活用して書く

自力で書いて
いく力

より良い表現を
目指して

全体の課題
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使用したアプリ



47

知っている
言葉

できる表現

主観的視点

他者との交流
豊かなことばとの

出会い
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ＥＮＤ



ワールドカフェ
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カフェのテーマ

１ 発表内容の整合性

２ 発表・質疑の際に必要な資料

３ 予想される質問

４ パワポレイアウト・発表原稿文言

51



カフェのテーマ

１ 発表内容の整合性

２ 発表・質疑の際に必要な資料

３ 予想される質問

４ 発表資料レイアウト・発表原稿文言
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